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市報に掲載する人名は差し支えのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。
この広報紙は資源保護のため、再生紙を使用しています。

　６月30日㈯に山開きを迎える坂戸山は、１年を
通して多くの人に親しまれる山です。その里山の魅
力を熱く語るトークショーを図書館で開催します。
日６月24日㈰　14：00 ～ 16：00　（入場無料）

救急医療のかかり方
①電話をかける
　　次の病院に電話で症状を伝えてください。重
症（意識がないなど）の場合は、119番で救急
車を呼んでください。

　・南魚沼市民病院  …………………  ☎788－1222
　・魚沼基幹病院  ……………………  ☎777－3200
　・齋藤記念病院（脳神経外科救急） ☎773－5111
　※電話のかけまちがいにご注意ください
②指示通りに受診する
　・電話での指示に従って受診してください。
　・スタッフの状況や症状などに応じて、他の医
療機関を案内する場合があります。

　・緊急度や重症度の高い順に対応するため、診
察の順番が前後し、待ち時間が長くなる場合
があります。

　・休日・夜間は検査や人員体制が十分ではない
ので、できるだけ通常の診療時間内に受診し
てください。

新潟県『救急医療電話相談』
☎025－284－7119（＃7119でも可）
　　夜間に具合が悪くなったとき（発熱、頭痛、
嘔吐、下痢など）にご利用ください。
新潟県『小児救急医療電話相談』
☎025－288－2525（＃8000でも可）
　夜間に子ども（15歳未満）の具合が悪くなっ
たとき（発熱、けがなど）にご利用ください。

時19：00 ～翌朝8：00（毎日）

救 急 医 療
問保健課　☎773－6811

みんな 図書館の
南魚沼市図書館（えきまえ図書館本の杜）�☎773－6677
大和図書室（大和公民館内２階）� ☎777－4671
塩沢図書室（塩沢公民館内１階）� ☎782－0100

子ども・若者育成支援センター
～通称「子若センター」～

　家族だけで悩まずにご相談ください。相談
員が電話・来所相談に応じます。
日祝日・年末年始を除く月～金曜日
　午前９時～午後４時30分
教育支援担当（義務教育期）
☎773－3177
　不登校などの児童・生徒とその保護者など
を対象に、相談・支援を行っています。
若者支援担当（義務教育終了～39歳の若者）
☎773－6616
　ニート・ひきこもりなどの若者とその家族
を対象に、相談・支援を行っています。
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・玉村警部補の巡礼 海堂　　尊
・日めくり子規・漱石　俳句でめぐる365日

神野　紗希
・ウィステリアと三人の女たち 川上未映子
・小萩のかんざし 北村　　薫
・じっと手を見る 窪　　美澄
・カットバック　警視庁FC　2 今野　　敏
・オリンピックへ行こう！ 真保　裕一
・青空と逃げる 辻村　深月
・ペインレス　上・下 天童　荒太
・小屋を燃す 南木　佳士
・5時過ぎランチ 羽田　圭介
・雨と詩人と落花と 葉室　　麟
・魔力の胎動 東野　圭吾
・わかって下さい 藤田　宜永
・湖畔の愛 町田　　康
・風は西から 村山　由佳
・凶犬の眼 柚月　裕子
・花のいのち 瀬戸内寂聴
・100歳の100の知恵 吉沢　久子
・乗客ナンバー23の消失� セバスチャン・フィツェック

その他 ・スマホが学力を破壊する　 川島　隆太
・米に生きる男  野上茂の半生 高嶋ゆかり

・�悪性脳リンパ腫の僕が再び教壇に立てた理由（わけ）
� 常山　昭男

・幸福寿命　ホルモンと腸内細菌が導く100年人生
・�教養としてのテクノロジー　AI、仮想通貨、�
ブロックチェーン� 伊藤　穣一
・老いる勇気　これからの人生をどう生きるか
・あなたはそのままで愛されている 渡辺　和子
・�おカネの教室 僕らがおかしなクラブで学んだ秘密
・大学ランキング　2019年版
・骨粗鬆症　予防・検査・治療のすべてがわかる本
・小児科医がすすめる最高の子育て食 伊藤　明子
・荻原博子のグレート老後 荻原　博子
・�旬を楽しむ梅しごと　梅干しから梅酒、�
毎日の梅レシピまで� 山田　奈美
・栽培のコツがわかるベランダガーデニング
・入社1年目人前であがらずに話す教科書

新着図書の一部を紹介します
※下記以外の新着図書は館内かWebOPACでご確認ください


